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拠点病院の役割は、①被災地からの傷病者受入、②災

害派遣医療チーム（DMAT）の派遣、③地域二次医療機
関との定期的訓練および支援体制構築、④ヘリコプ

ター搬送の同乗・支援であります。印旛地域には、「土

砂災害警戒区域」が352箇所指定され、うち佐倉市は
100箇所（特別警戒区域は97箇所）あります。佐倉市の

人口は17万、急性期病院は当院含めて3施設、指定避

難所は39箇所です。本年3月6日には、印旛医療圏の諸
施設・拠点病院と保健所の会議により最新の医療救護

計画が検討されました。千葉県の災害時の行政体制

は、県災害対策本部、災害医療本部（健康福祉部）、印旛

地域合同救護本部（印旛保健所）、市町救護本部の連携

で構築されます。当院には、行政との連絡体制の整備、

地域医療機関・消防とのシミュレーション、院内の災

害時訓練を進めることが求められます。
今後とも地域防災連携体制の構築に向けて、ご協力

をお願い申し上げます。

倉市の対策課題となる「首都直下型地震」は、今

後30年以内におこる可能性が70％と予測され
ており、地域中核病院の災害対応配備はまさに喫緊の

課題であります。当院では、2008年に当時の田上副院
長の指揮により地域消防と共催で「救命と安全の連鎖

研究会」を開始し、以来年一回継続しつつ多方面の課

題を検討し、現在では行政（市役所、消防、警察）と市

内中核病院（聖隷佐倉市民病院・佐倉中央病院）、医師

会代表が一堂に会する場として、佐倉市の防災に携わ

る全部署の連携を図っています。本年も3月18日に第
9回研究会を施行し、現状の課題についての意識の共

有と顔の見える連携を図りました。
一方、県に対しては災害拠点病院の申請をし、東日

本大震災後の新要件の追加を経て、2016年3月指定を
受けました。千葉県二次医療圏：印旛地域では、日本医

科大学千葉北総病院、成田赤十字病院と当院の3病院
が拠点となって有事に対応することになります。災害
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医療の目的
質の高い医療を安全に提供する病院

病診（病）連携
地域に貢献する病院

教職員のあり方
人間愛を共有する病院

職場環境
楽しく明るくチャレンジする病院

生涯教育
良き医療人を育成する病院

基 本
理 念

質の高い公正な医療が受けられます

個人の尊厳が守られます

個人のプライバシーが保障されます

必要な医療情報の説明が受けられます

セカンドオピニオンが保障されています

医療行為について自己選択ができます

患 者
の
権 利

　地域の医療機関の皆様には、日頃より本学の研修医・
学生の教育にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうござ
います。ここで、本学の臨床研修の理念について紹介させ
て頂きます。
　東邦大学医療センター3病院（佐倉・大森・大橋）では、『医
療を通じて人類の福祉に貢献するため、豊かな知性と深い
医の倫理観に基づいた全人的医療が行える、人間愛に満
ちた「より良き臨床医」を目指します。』を臨床研修の基
本理念に掲げ、左記の基本方針の元に、研修医・指導医
相互に日夜診療・教育に邁進しております。

　研修医たちは多職種で構成されるチームの一員として診
療に従事し、2 年間の前期研修が行われていますが、医師
のみならず、様々な職員が指導者として教育にも携わって
いますし、地域の医療機関の皆様も指導者の一員です。一
方で、研修医が職種間・診療科間さらには地域医療の「鎹」
（かすがい）の役目も果たしています。しっかりとした教育
は研修医を取り囲む指導者側の勉強・意識の向上にもなり、
その教育連携と継続が院内・院外の医療連携にもつながっ
ております。このように医師のみならず全ての医療人の教育
に関わっており、当院では皆様のご協力を頂きながら「よ
り良き臨床医・医療人」の育成を目指しています。今後も
ご理解とご指導のほど、よろしくお願い申し上げます。
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佐倉市の防災における当院の役割と取り組み「救命と安全の連鎖研究会」と「災害拠点病院指定」について
　副院長／管理・診療担当　岡住 慎一
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医療連携だより　医療連携・患者支援センター長　吉田友英
・第3回地域医療支援委員会、第6回佐倉医療連携学術フォーラム  開催のご報告
・地域医療支援病院～Part 1～　当院施設の共同利用について
臨床研修の理念について　　副院長／広報・教育・検査研究担当　蛭田 啓之
公開講座スケジュール　／　臨床病理症例検討会のご案内
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地域医療機関の先生・研修医をまじえた指導医講習会および
研修医ワークショップ

臨 床 研 修 の 基 本 方 針
　「より良き臨床医」すなわちあふれる思いやりと確実な
医学的知識と技術を通して社会に貢献できる医師となる
ために、医育機関である東邦大学医療センター 3 病院に
おける臨床研修の基本方針を下記のごとく定める。

Ⅰ．安全で質の高い医療を実践する。
 1. 基本的な診療能力を身につける。
 2. チーム医療において果たすべき役割を理解し行動する。
 3. 地域に合った医療を理解し実践する。

Ⅱ．リサーチマインドを涵養する。
 1. 学術的な根拠に基づいて自らの臨床経験を省察する。
 2. 自らの臨床および研究内容の報告書を作成する。
 3. 臨床研修で経験し学んだことを学内外で発表する。

Ⅲ．教育者として行動する。
 1. 生涯にわたり自己研鑽に努める。
 2. 社会や組織の一員としての役割を認識して行動する。
 3. 後進の指導・育成に注力する。

ご参加お待ち致しております
ほぼ毎月、身近な疾患や症状をテーマにした公開講座を企画しております。
多くの市民・医療関係者の皆様にご参加いただき、病気の予防や早期発見、
地域医療の発展に役立てていただければと考えております。
いずれの講座も14時から当院東棟 7階・講堂で開催いたします。詳細は、
テーマごとに院内掲示およびホームページなどでご案内いたします。お問
い合わせや講演テーマのご要望がございましたら、総務課にご連絡下さい。

公開講座スケジュール
2017年　公開講座のお知らせ
入場無料・申込不要・200席

東邦大学医療センター佐倉病院
臨床病理症例検討会 開催予定
（場所：東棟 7 階・講堂）

開催予定日

講演予定
テーマ

担　当

臨床研修の理念
について

副院長／広報・教育・検査研究担当　蛭 田 啓 之

2017.3.10 現在

看護部
感染管理・
新生児集中ケア・
摂食嚥下障害認定看護師

27日土曜日

あなたと家族を守る看護の
視点 Part 2

May5

非開催

April4

眼科
前野 貴俊・他

24日土曜日

知っておきたい眼の病気

June6

整形外科
中島 新・他

22日土曜日

骨折予防・転倒予防・
骨粗鬆症

July7

非開催

August8

第179回：5 月 15日（月）18 時 00 分
第180回：6 月 22日（木）18 時 30 分
第181回：7 月 24日（月）18 時 00 分

地域の医療機関の皆様にもご参加頂けます。
（問い合わせ先：教育支援室）



循環器内科集合写真
　去る2017年2月18日（土）に、第3回地域医療支援委員会、第6回佐倉医療連携学術
フォーラムを開催致しました。佐倉医療連携学術フォーラムでは、医師・歯科医師・看護師・
訪問看護ステーションスタッフ・行政・地域包括支援センター職員など、多職種267名（う
ち院外からは94施設161名）のご参加をいただきました。
　講演1では、鹿野純生先生（佐倉地区医師会）と岡住慎一の座長により、「不整脈治療の
進歩」と題し野呂眞人が学術講演を行いました。引き続き講演2では、志津雄一郎先生（印
旛市郡医師会）と岡住の座長により、「認知症によりそう医療連携」というテーマで、桂川
修一、林弥生、緑川由佳主査（佐倉市）、梅崎由貴看護師（佐倉市志津北部地域包括支援セ
ンター）にご講演をいただき、それぞれの職種からみた当院と地域の医療連携についてパ
ネルディスカッションを行いました。
　懇親会は中止いたしましたが、特に各地域の地域包括支援センター関係者の方々に例年
より多くの出席をいただき大変感謝しております。
　今後も医療連携学術フォーラムを継続開催することにより、「顔の見える医療連携」「対
話する医療連携」の更なる充実を目指し、地域完結型医療の円滑な運営の一助となるよう
努力していく所存ですので、皆様のご理解とご協力の程、何卒よろしくお願い申し上げます。

　地域医療支援病院の承認条件には、共同利用の体制が整備されていることがあ
ります。
　共同利用の体制について当院では、地域医療従事者向けに共同利用病床（救急
病棟に5床）と共同利用施設があります。共同利用病床とは共同診療を目的とした
病床で、患者の入院、入院中の治療方針、退院について当院の担当医と医療機関
の医師との協議が必要となります。詳細につきましては医療連携・患者支援セン
ター（内線：2497）までお問い合わせください。
　共同利用施設には、図書室や会議室などがあります。図書室のご利用には利用
申請書の提出が必要です。詳細につきましては図書室（内線：2713）までお問い合
わせください。
　また、病院の共同利用には、連携医療機関登録が必要となります。

地域医療
支援病院
~ Part 1 ~

当院施設の
共同利用
について

蕨市長パネルディスカッションの様子

開催のご報告
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医療連携・患者支援センター長　　吉 田 友 英
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　近年、循環器疾患の治療には専門性が強く求められて
おります。当院の循環器内科では、循環器疾患全般を対
象とし、夫々の専門医がその治療にあたっております。
　そしてその専門性を高め、且つ各々の専門分野を医局
員全員で統合し、あらゆる循環器疾患に対処しておりま
す。

▎1）虚血性心疾患
　心臓の血管（冠動脈）が狭窄や閉塞する事によって生
じる、狭心症や心筋梗塞等の虚血性心疾患は早急に治療
する事で心筋障害を抑制することが出来ます。このため、
当院では 24 時間体制で飯塚・川添・美甘・佐藤医師が
緊急に冠動脈を拡張し、更にはステントと呼ばれる金属
のメッシュで作られた管で狭窄部の拡張を補強する経
皮経管的冠動脈形成術を行っております。また下肢血管
も同様で、放置すると下肢が壊死を発症し切断しなけれ
ばならなくなります。当院は千葉県で下肢を扱う数少な
い病院の一つで、これらに対しても血管拡張術を行って
おります。

▎2）深部静脈血栓症、肺塞栓・血栓症
　この疾患は静脈の中で血の塊（血栓）が出来て静脈が
閉塞する、または静脈内を通り最終的には肺動脈に詰ま
り肺に血液が流れなくなります。これが急性に発症する
と、エコノミークラス症候群と呼ばれる突然死を起こし
ます。また徐々に進行すると肺高血圧を発症し、その後
心不全となっていきます。この疾患は今まで効果的な治
療がありませんでしたが、最近新しい薬（抗凝固薬）が
開発され、また血栓で狭窄した肺動脈を拡張する治療法
が開発されました。この治療の日本循環器学会のガイド
ライン（治療指針）作成委員に当院の清水講師が入って
います。

▎3）不整脈
　不整脈とは脈が速くなったり遅くなったりする心臓の
疾患です。脈に異常が生じると、自覚症状は動悸感や意
識が遠くなる感じ等がありますが、充分に体に血液が送
れないため失神や心不全を発症する場合があります。脈
が遅くなる「徐脈性不整脈」に対してはペースメーカー
植え込み術、脈が速くなる「頻脈性不整脈」に対しては
カテーテルアブレーション、そして致死性不整脈の心室
頻拍や心室細動に対しては植え込み型除細動器の植え込
み術を施行しております。また最も新しい皮下植込み型
除細動器では、野呂が日本でもトップクラスの症例数を
経験しております。

▎4）心不全
　心不全とは、心臓の働きが弱って体に充分な血液を送
れない病態の事で、あらゆる心臓疾患の末期的症状です。
心不全に対しては原因疾患の治療は勿論ですが、動かな
くなった心臓に対しリハビリを行う事で、心臓を長持ち
させる事が出来ます。当院では、髙橋・中神医師が充実
した心臓リハビリを行っており、日本でも数少ない和温
療法も行う事で効果を上げております。

▎5）睡眠時無呼吸症候群
　この症候群は睡眠時に呼吸が一時的に停止する事で、
あらゆる循環器疾患の増悪因子となります。これに対し、
当院では髙橋医師が最新の様々な治療を行っておりま
す。

▎6）心臓超音波
　心エコーとも呼ばれ、循環器疾患診断の基礎となりま
すが、その技術には高い専門性が求められます。当院で
は清川医師が高い技術を持って行っております。

　これら以外にも、専門分野を有する医師が待機してお
り、且つ岩川・杉﨑・伊藤・戸谷医師が専門性を高める
ため、日々診療・研究に励んでおります。

にズームアップ！

臨床教授　野 呂  眞 人

循環器内科


